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化学合成可能なウイルス様粒子ワクチンモダリティの開発

◼ 普通のワクチンは、ウイルスの一部を“そのままの形” で用いるため、
効き目の高い部位だけでなく、低い部位も含まれています。私たち
は “特に効き目の高い部位だけ” を含む、ウイルスの形を模倣した
粒子状のワクチンを開発しています。

◼ 現在使用されているインフルエンザワクチンは、変異株に対するワ
クチン有効性の低下が大きな課題となっています。

◼ そこで “変異株にも効く部位” を見つけ出し、ワクチンに活用する
戦略をとっています。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図
◼ 【より効き目の高いワクチンの探索】ワクチンは免疫の標的部位だ

けにすると不安定になり、“ウイルスに対する武器である抗体” を誘
導する効果が低下してしまいます。そこで私たちは計算科学を駆使
して、構造の安定性を向上させたワクチンを合理的にデザインして
います。

◼ 【ウイルス様粒子ワクチンの作製】デザインしたエピトープ配列に
基づきワクチンを作製し、動物モデルを用いて免疫原性・薬効を評
価します。結果をさらなるデザインにフィードバックするサイクル
を繰り返すことで、デザイン精度の更なる向上が可能になります。

◼ 高橋宜聖

◼ ワクチン開発研究センター

◼ 共同研究機関

住友ファーマ株式会社

◼ 開発した新しいワクチンが、現行のインフルエンザワクチンと比べ
て、より高機能な抗体を、より高濃度に誘導することを確認します。

◼ 本研究で整備するプラットフォーム技術基盤は、様々な感染症に対
する新しいワクチンの開発にも応用可能です。

◼背景・解決したい課題

【ワクチン】：重点感染症/インフルエンザウイルス

変異株に対応

高機能な抗体の誘導

現行品 開発品

安定性↑

良い部位 “だけ”

構造が不安定

∆𝐸𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙 = 𝛼 +

෍

𝑖

𝑤𝑖𝐸𝑖(Θ𝑖, 𝑎𝑎𝑖)

化学合成 粒子化


	スライド 1:  化学合成可能なウイルス様粒子ワクチンモダリティの開発 

